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Ａ（１）若者と地域
の連携窓口
の明確化

訪れたい、住んでみたい、
住み続けたいまちを進める
ため、社会課題解決等を研
究している大学生等の若者
を呼び込み、まちづくり団
体や自治会、商店街等をつ
なげることができる区役所
の窓口や体制が、現在、明
確ではありません。

少子高齢化を伴った人口減少が進行し、
空き家、空き店舗も増加しています。ま
た、門司区は観光地としての知名度と集
客力があり、様々なボランティア団体が
まちづくりに参画していますが、将来を
見据えた人材育成や次世代へのノウハウ
の継承を求める声が多く寄せられていま
す。門司区には大学がなく、また、若者
は研究の糸口となる地域のキーパーソン
を知る機会も少ない状況です。

若者と地域を結びつける体制として、区役所、まちづ
くり団体、地域、企業等で構成する若者活動支援組織
を令和６年９月頃に設立します。社会課題解決に取組
む大学生等の若者に対し、地域のキーパーソンへの橋
渡しや活動の場の提供、各種データ収集への協力な
ど、若者の活動に対する支援体制を構築します。

令和６年９月に、区役所、まちづくり団体、地域、企業で
構成する「門司区若者活動応援団」を設立し、今年度の活
動として、大学生等の若者が主体となって取組むまちづく
りセミナー・ワークショップやインバウンド対応研修会等
の支援に取り組んでいます。

令和６年１０月の「門司区の古民家を活用したまち
づくりセミナー」には地域の４大学（北九州大学・
西日本工業大学・西南女学院大学、梅光学院大学）
から参加いただき、若者主体の街づくりに向けての
パネルディスカッションを行いました。
「門司区若者活動応援団」の目的である、門司区に
おける社会的課題の解決のため、地域が一体となっ
て開催することにより、若者の活動支援につながり
ました。

門司区には大学がなく、若者の活動、研究の機会、
地域のキーパーソンを知る機会も少ないことが課題
でしたが、連携窓口である「門司区若者活動応援
団」の設立により若者の活動に対する支援体制の確
立・若者参加による地域の活性化が図られました。

地域と若者、行政等が連携し、新し
い視点で賑わいづくりを行うこと
で、地域振興とコミュニティの活性
化を図ってまいります。

Ａ（２）若者と地域
とが連携で
きる機会の
創出

社会課題解決を目指す大学
生等の若者の研究だけにと
どまらず、地域も共通した
課題認識を持ち、連携・協
力しながら、実践的な課題
解決につなげていけるよう
な機運醸成の機会が見当た
りません。

若者による商店街の空き店舗の活用や、
地域と行政が連携した賑わいイベント等
を実施し、地域の活性化に一定の効果を
得ていますが、社会課題の解決には、ま
ちを一定の範囲でとらえ、継続した取組
みが求められます。また、地域やまちづ
くり団体からは若者の発想や行動力を求
める声が上がっています。
社会課題を有する地域からは、自身の研
究目的の達成を目指す若者と連携して、
ともに課題を解決していけるようなきっ
かけづくりが求められています。

まちづくりにおける空き家の活用等の課題への対応に
ついて、社会課題解決を目指す大学生等の若者と地域
で連携したセミナーやワークショップ等の開催（令和
６年１０月頃開始）や意見交換を促進・支援し、若者
と地域で連携・協力した課題解決の機運醸成を図りま
す。

北九州市及び下関市の大学生と地域で連携し、まちづくり
セミナー・ワークショップ開催（令和６年１０月開始）、
古民家リノベーションワークショップ開催（令和６年１１
月開始）を通じ、地域資源を活用したまちづくりへの機運
醸成に取り組んでいます。

令和６年１０月に開催した「門司区の古民家を活用
したまちづくりセミナー」では商店街をはじめとす
る地域の方々、地域の４大学の学生などたくさんの
参加をいただき、空き家・古民家の活用等の課題に
ついて、ともに理解を深めました。
令和６年１１月に開催した「門司港エリアまちづく
りワークショップ」では「地域資源を活用したまち
づくりとは」をテーマに西日本工業大学、北九州市
立大学、西南女学院大学の学生参加のもと、街歩き
や地域の方々へのインタビューを通じて、多層的に
地域への理解を深め、グループに分かれまちづくり
プランの作成、プレゼンを行いました。
また同１１月に開催した「物件調査/設計ワーク
ショップ」では、西日本工業大学の学生に参加いた
だき、旧山水園を対象として、物件の測量調査を行
い、活用用途や残すべき価値について議論を深めま
した。

「門司区の古民家の活用」という課題を若者と地域
の方々に共通して認識していただき、今後連携・協
力して課題解決に取り組んでいく機運醸成が図れま
した。

地域と若者、行政等が連携し、新し
い視点で賑わいづくりを行うこと
で、地域振興とコミュニティの活性
化を図るほか、地域のブランドづく
りの動きを支援してまいります。

Ａ（３）広報の充実
による各地
域行事への
住民参加の
促進

各校区が実施している若年
層にも魅力的といえる講座
やイベント等の周知が、主
に口コミやチラシとなって
おり、ＳＮＳで積極的に広
報されるまでには至ってい
ません。

各地域では、文化・芸術、健康推進、祭
りなど、多様な世代にも魅力的な様々な
行事が実施され、地域住民が集まる機会
が提供されています。一方で、自治会の
加入率の低下やＳＮＳの普及により、従
来のチラシによる広報だけでは人が集ま
らないといった声や、より多くの住民に
広報したいとの要望があります。

多くの人が興味を持って気軽に訪れ、地域の人々と知
り合う機会を増やし、地域コミュニティが活性化する
ことを目的に、門司区内の市民センターが情報収集の
核となり、校区で実施される講座やイベント情報を集
め、ＳＮＳで発信していきます。
具体的には、門司区の情報発信ツールである「じーも
Ｘ」や「じーもＦＢ」で今年１０月から発信に向けて
準備します。また、これらの情報を広く拡散するた
め、令和６年度内にフォロワー数の多い門司区内の行
政機関や企業とフォロワー数拡大のためのネットワー
クを形成していきます。

フォロワー数の多い「じーもＸ」を活用して、１０月から
地域情報の発信を開始しました。
各校区で行われている、文化祭やハロウィンイベント、
ウォーキング大会、市民センター　の講座情報など、地域
の人々が触れ合える催し等について積極的に発信していま
す。
今後は、「じーもＸ」のフォロワー数や高評価の増加に向
けて取り組みます。

門司区の市民センターの多くが「じーもＸ」を活用
して、地域の行事やイベント、市民センターで行わ
れる講座などの情報を発信しています。

「じーもＸ」のフォロワー等に対し、これまで紙媒
体でしか発信できていなかった情報を提供すること
ができました。
また、この取組みにより、「じーもＸ」のフォロ
ワー数が増加し、情報発信の強化につながりまし
た。

様々な内容の情報発信をしたもの
の、「じーもＸ」内の「リポスト」
や「いいね」の数が伸び悩みまし
た。発信力の強化に努め、閲覧者
に、より有益な情報をお伝えしてま
いります。
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Ａ（４）地域の安
全・安心の
向上に向け
た地域組織
と関係機関
との連携強
化

特殊詐欺や社会的孤立が課
題となる中で、関係機関や
地域（見守り主体）が支援
の対象となり得る高齢者等
と人間関係をつくっていく
必要がありますが、見守り
主体単独での戸別訪問が行
いづらい状況となっていま
す。

区役所(保健福祉）、消防、警察などの
関係機関と地域の民生委員・児童委員
は、それぞれ戸別訪問による見守りを実
施していますが、特殊詐欺被害の急増や
高齢者世帯の増加等に伴い、訪問に対す
る警戒感が強まり、民生委員・児童委
員、行政機関等であっても個別に面会を
受け入れてもらうことが困難な状況と
なっています。各見守り主体からは、訪
問の趣旨を理解いただき、安全に向けた
対応をとっていただくまでに多くの労力
や時間を要するケースが増え、苦慮して
いるとの声が上がっています。

訪問先の信頼を得て受け入れを円滑にするため、今年
度、関係機関に地域での民生委員・児童委員の会合等
への参加を促すとともに、民生委員・児童委員の相談
窓口として、交番など地域の関係機関との協力関係づ
くりを推進します。
また、特に支援の必要があると考える高齢者宅や課題
のある対象世帯については、民生委員・児童委員の求
めに応じて関係機関が同行したり、関係機関が実施す
る訪問活動に民生委員・児童委員が同行したりするな
ど、見守り主体が連携して柔軟に訪問活動ができるよ
うな環境づくりを進めます。

８月開催の門司区民児協地区会議において、関係機関（警
察、消防）の地区会議への参加と消防との合同訪問につい
ての意向確認アンケートを実施し、１０月末に各地区から
の要望と意見を集約しました。
今後、関係機関に対し、要望があった地区への会議参加を
依頼するとともに、合同訪問を希望する地区の民生委員・
児童委員に対しては、年度内に合同訪問を実施できるよ
う、消防とスケジュール調整を行っていく環境が整ってお
り、連携強化が進んでいます。

門司区民児協から要望があった地区会議へ、当該地
区の交番から参加いただきました。
また、消防署との連携についても、民生委員・児童
委員から要望があった地区について、高齢者宅への
合同訪問を行うことができました。

合同訪問については、訪問先の高齢者に対し民生委
員による状況把握のほか、消防職員による防火指導
を行うことで、防火意識の高揚を図ることができま
した。

民生委員・児童委員の負担が増えな
いよう留意しつつ、見守りが必要な
高齢者の安全・安心な暮らしをサ
ポートできるよう、よりよい関係団
体との連携方法を検討してまいりま
す。

Ａ（５）来庁せずに
利用可能な
行政サービ
スの広報と
市民窓口
サービスの
充実

公金納付や証明書発行で
は、区役所に来なくても銀
行やコンビニで対応できる
行政サービスを行っていま
すが、現在も窓口に来庁さ
れる市民が一定数存在して
おり、相手の理解度等に応
じた当該サービスの広報が
区役所各課の窓口において
十分には行えていません。

現在「スマらく区役所プロジェクト」を
実施しており、最終的に「行かなくてい
い」、「書かない」、「待たない」区役
所窓口の実現を目指しています。一方
で、これまで区役所窓口で税金等を納付
してきた市民の中には、新たな行政サー
ビスに対する認知不足や、デジタルデバ
イドなどで、長年続けてきた窓口利用を
踏襲している可能性があります。
大里出張所では、公金納付で来庁された
市民に対し、銀行等で納付できることを
わかりやすく記載したチラシを配布し、
職員がそれらのメリットを納付者の立場
に立って説明したところ、共感を得た反
応が多数ありました。

（1）「銀行等では待たなければいけないので、出張所
で支払いたい」との市民の声が多いため、配布するチ
ラシを、口座振替の勧奨に重点をおいた内容へ見直
し、準備が整い次第、公金収納を行っている二つの出
張所及び区役所各課で、収納時にチラシを配布・案内
します。
（2）「証明書のコンビニ交付」や「国民年金手続きの
電子申請」などの既存の行政サービスについて、相手
の理解度等に応じたわかりやすいチラシの配布など、
住民広報のあり方を見直します。
（3）市民に待ち時間を有効に活用してもらえるよう、
適宜、待ち時間の目安をお知らせし、その間にできる
手続や区役所周辺の施設（官公署、金融機関、観光施
設等）を案内します。
（4）「おくやみコーナー」が市民に利用しやすい窓口
となるよう、原則２日前までの事前予約がなくても利
用可能であることを掲示するとともに、関係窓口への
申請が円滑に進むよう、現在の「亡くなった時の各種
手続き」ガイドを利用者の視点で見直します。

（1）１１月１日から、口座振替の勧奨チラシを出張所や区
役所各課の窓口で配布し、スマートフォンからインター
ネットを通じて申込ができることを案内しています。
（2）「証明書のコンビニ交付」については、既存の案内チ
ラシに加え、操作手順を大きく拡大した画像を掲載したわ
かりやすい手順書を作成し、１２月から配布を予定してい
ます。
「国民年金手続きの電子申請」については、引き続き案内
チラシを窓口で配布し、スマホ等から加入の手続きや国民
年金保険料の免除・納付猶予の申請が行える旨の説明を
行っています。
（3）市民に待ち時間を有効に活用してもらえるよう、適
宜、待ち時間の目安をお知らせし、その間にできる手続の
案内や、区役所周辺の施設が掲載されたガイドマップの配
布を１２月から開始予定です。
（4）「おくやみコーナー」がより市民に利用しやすい窓口
となるよう、市民が必要とする手続きの中で、関係窓口に
出向かずに、おくやみコーナーで申請可能な手続きはない
か、検討しています。

区役所や出張所に市民が手続きにお越しの際、来庁
せずに利用可能な行政サービスについて、チラシを
用いて丁寧にご紹介をしています。
また、繁忙期で長時間お待ちいただく際は、周辺情
報をガイドマップによりご案内しています。

来庁せずに利用可能な行政サービスについて、まだ
ご存じない市民もおられます。来庁者一人ひとりに
丁寧に周知を図ることで、市民の利便性が向上して
います。

令和７年度においても、適切な時
期・方法等による計画的な公報で周
知を図り、市民が便利な行政サービ
スを享受できるようにしてまいりま
す。
また、「おくやみコーナー」で行う
手続きの効率化により、できるだけ
ご遺族が区役所での手続きに時間を
取られることがないよう、おくやみ
コーナーのワンストップ化の試行実
施を行ってまいります。

Ａ（６）区役所案内
サインの更
なる充実

現在区役所では、来庁者が
区役所内を容易に視認し窓
口へ移動できるよう、案内
用のサインボードやフロア
床面に案内矢印を張り付け
ていますが、フロアの案内
サインが十分ではないこと
や複雑な建物構造のため、
来庁者が窓口を探しまわっ
たり、職員に尋ねたりする
ケースが散見されます。

フロアの案内サインボードや床面の案内
矢印は、１階正面玄関前を起点として来
庁者を誘導していますが、区役所の出入
口は、地下や２階にもあるため、そちら
から来庁された方は、フロアの案内サイ
ンを視認しにくい状況となっています。

今年度、市民目線に立って、若手職員を中心にフロア
の案内サインの拡充や改善を検討し、区役所に来庁さ
れた全ての方が、容易に視認でき、窓口へスムーズに
移動できるよう、案内用のサインボードや床面の案内
矢印を増設いたします。

区役所案内サインの現状を再確認するとともに、暫定的な
対応として、来庁した市民から特に問い合わせの多い、２
階の保健福祉課介護保険相談窓口及び３階の門司税務課を
案内する、わかりやすく大きな案内表示(張り紙)を追加設
置しました。案内表示の追加設置以降は、市民からの問い
合わせ件数も減少しています。
１２月以降は、若手職員を中心にさらにわかりやすい案内
サインの表示について、市民目線に立って検討いたしま
す。また、検討完了後にサインボードや案内矢印等を改
善・増設するため、次年度予算について、関係部局と協議
中です。

区役所の若手職員で構成する「もあもあ委員会」に
おいて、２回にわたり案内サインの充実について協
議しました（R6.12.13、R7.1.28）。
その結果、次の８項目の改善案が提案され、予算の
目途が立っていない中でもすぐに着手できる項目①
については、改善を行いました。

（改善案）
①フロア案内図の改善②フロアマップ（手交用）の
設置③床面案内サインの設置④天吊り案内サインの
設置⑤センサーによる音声案内⑥フロアマネー
ジャーの案内時に動画を使用⑦看板の新設・更新⑧
フロアマネージャーの増員

一部の案内表示を分かりやすく改善したことで、以
前よりも市民から目的の窓口の場所を聞かれる頻度
が減少しました。

令和７年度は、来庁者へのインタ
ビューにより得られた意見も踏ま
え、未実施の改善案について、実現
可能性を検討の上、費用対効果の高
いものから優先的に実施してまいり
ます。

Ａ（７）大里公園駐
車場開場時
間の柔軟な
対応

門司球場や門司体育館を使
用する運動競技（大会）の
日には、準備のために早め
に来場した方の車が駐車場
の開場時間まで入れず、路
上に待機することが散見さ
れます。

門司球場等を使用する運動競技（大会）
の開催にあたっては、当日の朝から準備
を行ったあとに実施されており、実際の
競技終了時刻が遅れる傾向のようです。
利用者からは、「少しでも早く準備でき
るように、駐車場の入庫を通常の時間帯
よりも早くできないか」との要望があり
ます。

門司球場や門司体育館に隣接する大里公園には、現
在、利用者用に２つの駐車場があり、その利用時間は
午前８時３０分から午後１０時までとなっています。
令和６年１０月以降、運動競技大会開催前に門司区役
所まちづくり整備課にご相談いただければ、収容台数
が多い「大里公園第２駐車場」の利用時間について、
可能な範囲で柔軟に対応していきます。

令和６年１０月に開催された「グラウンドゴルフ大会」や
１１月に開催された「少年ソフトボール大会」において、
駐車場の開放時間を早める対応を行い、課題を解決するこ
とができました。今後も必要に応じて、同様の対応を行っ
てまいります。

スポーツ施設管理者と連携し、駐車場の利用時間に
ついて柔軟な対応を行いました。

大里公園を利用する方の利便性が向上し、公園利用
をより身近なものとすることができました。

今後もスポーツ施設管理者と連携を
図り、市民サービスの向上に努めて
まいります。

完了

完了
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項目
No.
ABC

①
課題名

②
課題の内容

③
課題の背景

④
課題に対する取組み

⑤
取組みの進捗状況
（R6年11月時点）

⑥
取組み状況（R7年３月末時点）

（予定通り取り組めなかった場合は
その理由を併記）

⑦
変革が実現した課題・取組内容・

市民にもたらされた効果

⑧
取組・進捗が十分でなかった項目・内容（理由）

令和７年度に向けた考え

Ａ（８）来庁者や職
員にとっ
て、安全安
心で快適な
区役所づく
り（カスタ
マーハラス
メント対応)

区役所窓口での市民対応に
おいては、一部の市民が理
不尽な要求をする、大声で
怒鳴る、暴言を浴びせる、
威圧的に無理難題を言って
くるという場合がありま
す。
来庁している他の市民が不
安視する様子が伺えたり、
担当職員の心理的負担が増
大しているため、来庁者や
職員にとって、安全安心で
快適な職場環境を整備する
必要があります。

区役所には、多様な年代の市民が様々な
事情により来庁されます。
市民対応については、市民の立場に寄り
添った対応が求められていますが、一方
的に権利意識を押し付けるような事案
や、担当者を害する内容で、様々な部署
に苦情を言われる事例などが増加してい
ます。
また、フロアに響くほどの大きな声で相
談者の発言が長く続くことは、他の来庁
者や職員の精神衛生上、好ましい環境と
は言えません。
そして、説明を尽くしても過大な要求を
繰り返す市民に対しては、やむを得ず話
を打ち切ることもありますが、その対応
に納得せず、さらに苦情が重なるケース
もあり、様々な職場で通常業務を圧迫し
ている現状があります。

カスタマーハラスメントは７区役所共通の課題である
ため、７区をはじめ関係部局の職員によるプロジェク
トチームを結成し、他都市の先行事例を参考に、明確
な判断基準、対策マニュアルの整備、研修等を行いま
す。

７区をはじめ関係部局の職員によるプロジェクトチームを
結成し、他都市の先行事例を参考に、明確な判断基準や対
応手順等を定めたガイドラインを作成中です。

（Ａ）各局区の関係部署で協議・検討の結果、令和
７年２月、「市職員カスタマーハラスメントガイド
ライン」の公表に至りました。

（Ｂ）北九州市庁舎内管理規則第12条、第13条の規
定に基づき、門司区役所においてカスタマーハラス
メントが発生した場合の「退去要請」及び「退去命
令」並びにその運用方法を定めました。

今後は、（Ａ）の基準に基づき、（Ｂ）を根拠にカ
スタマーハラスメント事象へ対応して参ります。

職員に対するカスタマーハラスメントが行われた場
合の対応策が明確になったため、職員に安心感が生
まれました。
また、悪質なカスタマーハラスメントは来庁してい
る市民にも恐怖感を抱かせることになることから、
そのような事態に対する予防策にもなっています。

令和７年度は、悪質なカスタマーハ
ラスメントを行う者への対策とし
て、警察との連携を強化し、緊急事
態が生じたときにすぐに警察に出動
してもらえる体制を構築してまいり
ます。
また、門司区役所で発生する主なカ
スタマーハラスメント事例に焦点を
当てたポスターの作成のほか、より
抑止効果の高い取組みとして、防犯
カメラの設置の可否について他都市
の事例等を調査いたします。

Ｂ（１）地域ボラン
ティアの発
掘

法律に基づき任命される民
生委員・児童委員や保護
司、まちづくりに携わる組
織である自治会、婦人会な
ど地域住民で構成された各
組織は、加入率の低下や役
員の高齢化が進んでおり、
担い手不足が顕在化してい
ます。

自治会の組織率が減少している一方で、
一定規模の住民が生活しているマンショ
ン等集合住宅は自治会に未加入のケース
もあり、身近なつながりの機会は減少し
ています。しかしながら、ボランティア
意識の高まりのなか、地域貢献を望む人
が潜在していると思われます。また、自
治会業務の軽減化が図られた場合は、空
き時間を活用し、自分のペースで自治会
活動への参加を希望するといった声もあ
ります。

誰もが空き時間を利用して気軽に参加できる自治会活
動が拡大するよう、機運を醸成します。
また、令和７年度からＳＮＳや広報紙を用いて自治会
が必要とする人材を適宜募集し、地域住民がこれまで
習得した専門的な知識や技術を地域に紹介できる仕組
みを検討します。

各校区自治会が求めている人材・ボランティア情報を提供
し、希望する地域住民が自由に活動できるように、門司区
自治総連合会のホームページに「ボランティア募集」のサ
イトを設置する準備をしています。
また、「ボランティア募集」のページにつながるＱＲコー
ドをあらゆる媒体に貼付け、多くのボランティア人材を
ホームページに誘導する仕組みを検討中です。

門司区自治総連合会のホームページに、「ボラン
ティア募集」のサイト及びそのサイトに繋がるＱＲ
コードを構築し、公開に向け準備中です。

令和７年度の実施開始に向け、現在準備中です。 令和７年度の実施開始に向け、現在
準備中です。

Ｂ（２）窓口業務の
ＤＸ化に関
する課題の
把握と各シ
ステム更新
に向けた改
善データの
蓄積

政令市である北九州市で
は、区役所窓口での市民
サービスに関する様々なシ
ステムが複雑に関係して稼
働しています。各システム
は必要に応じて整備されて
きたため、関連する業務の
システム間の連携過程で
は、入力と出力の作業や確
認業務が発生しています。
窓口での効率を高め、市民
対応の迅速化を図り、マン
パワーを必要な対人関係業
務等に分配するため、現場
固有の課題や改善点を継続
的に把握・提案していくこ
とが求められます。

門司区役所では、改善検討対象として、
以下の課題を上げています。
（１）窓口業務に関しては、国民健康保
険料に係る納付状況のオンライン確認事
業、マイナンバーカードの券面追記欄へ
の変更内容自動表示及び電子公印導入に
よるＤＸ化、介護保険要介護認定等申請
のオンライン化、納付書のバーコード表
示、市民センター使用申請のオンライン
化等
（２）管理業務に関しては、会計年度任
用職員の時間外勤務計算のＤＸ化
以上の改善対象以外にも、日々の業務を
通じて市民サービス向上のためのＤＸの
連携について継続的に検討し、各システ
ムの更新時に現場意見を適宜反映できる
よう、改善に関するデータを蓄積してい
く必要があります。

デジタル市役所推進室を始めとする関係部局と協議
し、各システム所管局へ更新に向けた課題や改善点等
を「見える化」する様式の作成を促し、これに基づき
窓口（現場）と本庁の課題の共有化を図ります。ま
た、更新時に提案できるよう、日々の業務を通じて必
要なデータを継続的に把握し蓄積していきます。

システム更新時に課題等を「見える化」して提案できるよ
う、介護保険要介護認定の本人・配偶者以外の申請や居住
先件数（８月～）、バーコード表示のない納付書の収納件
数（７月下旬～）のデータ蓄積を行っています。

住所変更等を行った際に、マイナンバーカードの裏
面に朱肉で手押ししていた公印を電子化にすること
ができました。

マイナンバーカードに押印する必要のある欄が非常
に小さく（縦4ｍｍ）、慎重に行う必要があるため、
特に繁忙期では来庁者をお待たせする要因となって
いました。
公印の電子化により、お待たせする時間を削減する
ことができました。

地域総括補助金について、市民（校
区のまちづくり協議会）が申請等を
する際の負担軽減を図るため、電子
申請できるよう試行実施いたしま
す。
また、区ＤＸ化推進会議を立ち上
げ、業務システム間で職員が介入す
る必要がある事象の洗い出しを行
い、ミスが生じやすい環境にある業
務について、本庁所管課とシステム
改修の協議等を行ってまいります。

Ｃ（１）まちまるご
とで魅力向
上を図るシ
ン・担い手
づくり

門司区内は多様な資源が分
散して存在していますが、
リゾート感ある生活をイ
メージできる概念とまちづ
くり方針、それらを具現化
する実施主体やスローモビ
リティ等、身近な移動手段
と交通体系による回遊性の
確保等を組み合わせ、まち
まるごとで魅力向上を図る
ことが求められます。
そのためには、実施主体と
なり得る民間事業者や団
体、地域による機運醸成に
向けた主体的で持続的な取
組みが求められ、それに合
わせた行政支援のあり方も
検討する必要があるといえ
ます。

門司区の門司港、大里、新門司といった
３地区は、それぞれ個性ある地域資源が
存在しており、そのポテンシャルを顕在
化し、まち全体の活性化を望む声が多く
あります。
そのためには、観光客と地域住民が融合
する「観光と生活の場」をまちまるごと
豊富なストックとしてとらえ、多くの人
が訪れ、投資を呼び込める持続的な取組
みが求められます。しかし、行政のみで
は限界があり、民間事業者のダイナミッ
クな事業の展開力や地域の協力、若者の
活力を同じベクトルに向けていくことが
求められます。

令和７年度以降から、地域資源を活用したまちづくり
のノウハウを有する民間事業者、地域、行政で連携
し、若者の発想を生かした門司区ならではの港町リ
ゾートに合致するまちづくりの方向性を共有するとと
もに、若者の活力を取り込み民間事業者と地域が中心
となったまちづくり実施主体の組成に向けた機運醸成
を図ります。
まちづくりの実施主体を行政から地域、民間、若者へ
転換しながら、門司区が持つポテンシャルを十分に発
揮することで、メガリージョン推進の一つの拠点とし
て活性化するよう、関係部局、関係地方公共団体等と
連携して取り組んでいきます。

まちづくりセミナー・ワークショップ等の開催（令和６年
１０月開始）を通じた地域資源を活用したまちづくりへの
地域や若者等の機運醸成の状況を踏まえ、関係部局等と連
携し、令和７年度からの事業の具体化に向けた検討に着手
しています。
地元商店街がにぎわいの創出や回遊性の向上に向けた検討
を始めるとともに、民間主体による古民家等を含めた地域
資源を活用したまちづくりの兆しが感じられます。

令和６年１０月、１１月に開催したセミナーやワー
クショップにおいて、地域の方々や学生など多くの
参加が得られ、課題と門司区内にある資源を活用し
た課題解決策について理解を深めました。

地域資源を活用したまちづくりや、地域課題の解決
について、理解を深め機運の醸成が図れました。
地域資源を活用したまちづくりの実施主体となりう
る民間事業者や団体の発掘、育成に繋がるものと考
えます。

今後のまちづくりの長期的な最終目
標に向かっていく小目標の設定（令
和７年度Ｘ方針課題Ｃ（１））を行
い、地域、若者、地域団体、企業等
を支援していき、地域コミュニティ
及び地域経済の活性化、空き家対
策、若者活躍等を図ることで、まち
の再生に取り組んでまいります。

完了
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